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輝〈人灘る地域
~女性が語る紀南の地域づくり~

きのくに活性化センターと和歌山

大学きのくに活性化支援センターは、

3)-J 8 日(土曜日) 'F-後、西牟婁郡上街

田 町にある上富 rfl 文化会館で、 「輝

く人光る地域~去っ目:が諮る紀南の

地域づくり "'J を テーマに、シンポ

ジウムを開催しました。

過疎、高齢化、地域経済の低迷。

そして、経済のグローパル化や選択

を迫られる市町村合併と、地域を取

...事日数山大学ぎのくに活性化 企紀南農業協同組合代表理事 り巻く環境はきびしく、そうしたな
支掠センター長橋本卓爾氏 専務理事中家徹氏

かで地域回有の白然-環境・歴史・

丈化などの資産を大切にしながら、将来展望を切り開こうとする取り組みが展開されて
います。

このシンポジウムは 、 紀l菊地域の活性化をめざす 11可セ ンターが昨年4月に設立されてか

ら i 周年を迎えるのを記念して I~t~ ~ )たものです。 当 日は、 2003年度和歌山以文化貨を受

賞した和歌山市紅住の随筆家梅 1+1恵以子さんが、「紀南の女性たち~人・こころ・風土~J
で議j貨しました。

そのあと、紀前地域で活躍する女性ら 5人をパネリストに迎え、「光る地域元気な紀前

地域の創造に向けてJ のテーマでパネルデイスカッションが行われ、パネリストはそれ
ぞれの地域づくりの取り組み等について、

l映像も使いながら紹介し、地域づくりと火

性の役割 、 課題やこれからの方向について
存4日 しました。

会場の大ホールの舞台は、県立熊野高等

学校園芸科の高校生たちが育てた200鉢を越
える黄色のパンジーの花で前i られ、地元上

高 UJ Il汀をはじめ問辺 lむなど尉辺の各市町村

から参加した、 !J:. 'I~I: を中心とした300人余り
の住民は、 熱心に}:J:を傾けていました。
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|随筆家(平成 1 4j r: )引11歌山以文化な受賞) 惚川 恵以子さん

301ド ぐらい t'JÎjから、このあたりを，i}jねていますが、その tJ.=I

lこはあまりはら~l.なかったt山J浅の物Jlf iJ l ，;'己ら hているのに気

づきます ljli~のヒジキには地元の漁業婦人部の名 J 'Jíjが J; いで

ある 1 1 1-出川へ行くと、 fll l (ーばかりで 、 パネ リ ス ト の ，'f' 本微

笑j'-さんの(~ liíjか 11 1 ている 、子本さんにお 11 にかかった 1 1.'j(こ、

印 象:こ伐ったのは、 rhll [-昨を絞ったf去の ，1111 rが抗てられてい

るのをはて、もったいなしリという、そういう !ll~ 'i'，よから始まっ

たという J出でした 「もったいなしリは、何J/↑になって しまっ

た J唱だと思いますが、ここでは午きていました。 I l j)t;のヒ

ゲみたいな )fJの 1[;- tI~ f'i ，よ、なかなか今Í'II 紋 1I 1 で採せない。 Q~

を lよ ると、 t.(f~_の日 llíiが入っ ている c ここでで、七久ι: '1机|

J川C主気Lで、:'1，カ) 'ヅんυω:ば工つていますす-ユの また、

).(地11I r に fてつめんJ というお

側!とい うかお般剥がある 。 てつ

めんfVi'と い うのは 100年以上の

ぼ lどがあると !ι いますーが、こオl

は太地だけにしかな L 、太地だ

けと L 、うのは、干11枇 1I1 だけ。 平JI

"政 111 だけという ωは 11 本だけ。

そしたら、地球にひとつという

感誌になります。 尾花さんとお

11 にかカ ‘った l時に 「せめて私の

代は守りた~ ｷ J とおっしゃられ

ていました。 こういうふうに、全日lí (.L;ゲ、していくのは LぐIt で

はないかと思い、 ~I:常に似しかったです ，

H、は fll l:政 1 I 1 以の !l illrf什の歌を I OO Jl IIっくりました川そのひ

とつか rJJl� 1'1;1 ，抗 "肱 J という ;政です この"拡li ~lll ~二、沿にJ32 げ

ると い うふうな、 そういう玩分でやりたかった， )防れIìにグリー

ンコーラスのリーダーをしていらっしゃるん林きちこ さんと

L 、う、非叩・に |り i るい応急Lな!，( 'IJJ:がおられます ~}J J 8 1 1 、そ

の 11 に IJlí刊の沌に行きましたが、 指仰向・、ピアノ、よ，-楽を 人
~Lて、 30Aが米てくれましたり そして、オ:; iì包:ニ I{' I かつて I~H ~ 

を持げて、それから紋っていただいた :歌って いただいてい

るム，- '1'1:の飢を凡ていると、非常にみなさんがH'ておられたc
.)1: '':jl; ~ニil'i 々しい気分でした り がIf く人がいっぱいいると 、 ダイ
ヤモン ド を散りばめたように地域ががl!~、てくる か

f紀十HのなFl i といって 、 i l 熊盟fあたりからケ|端ì lh与にかけて

Hi] J宇治いに脈科があったそうですτ これはJI{同1l61 1 ' ~こ先行さ れ
た fネ出 1 1 仰集 l という本の q-I に 11\ てきますよどう いうこと
かと， ì' うと、このjll には &:.ω 働く )1\\ ~I'I があったそうです， wr 

えば、 J T百円で [おじいさんは 11 1 へ之.l.IJ りに、おばあさんは川 |
へ洗i犯にj というふうに分けられている 之刈 t)に u く }J f十

おと 、必外と楽な iil:W と ι ところが、この紀闘の地域では、

じいさんは t 、らないぜ 「かかは 11 1へ之刈りに、は、ばlよ川へìJt:ìM

に J と ゴわれるほど釘が倒くわけなんです 勝訴Iìは非常に船

の 11 1 人りの多いところですが、J4nをつなぎに行くのも!;_，がやっ

ていた 。 r/111 ,1'11 (I:J という仕・jfまでやっていえのです こんな

n午に引は (111 をしていたかというと、 ;持干やら 1将i何守判1相悦j共iをうつてのん

ひびφ りしていたそうでで.す これカがI冷引t払糾結tJ占t1り:

/大i 3丈lと~)点三だカか、らというこ とで、 リHtがアメリカに t l'l稼ぎに行く

というちとをつ く ったのです 。 強いというより jじ討て‘あった

とい うことおあったカ‘と !ぷいます。

どう いう 女性カ旬、い 久性かという 、 u、とつの IJ準がありま

したが、 H~肝では、 ィーがうっそ

うと茂っている 11 1 の rド、一 1 1 で

どんぐりを I-~H合うというのが、

いいkの条件でしたり ト| 高fIJl の

三J:i!. ~:'J' で は、 アメ リカ :にζ行つた

ことカが:ある』次え‘イ{性Tゴ笠t カが2九し 、 いよ火とぐ什'1'性|ドJ

たのです 』 サ ンマなんかのnx n l，

しが上手な火性、これち いい久

性の "1 に JJ1Iえられますc 女性が
働くというのは、なにも Iln~illf

から ー愉ill~f の ilIlm~ 、だけではあ

りません

どんなことがあってち 、 ど オ Lたけパッシングさ ~Lても、1' 1

分がいいと山うことは 、 1 1 1- r:\J ち少しはいいと叫ってくれてい

ることを信して、継続していくということですη IJJJ かり 1(1 ち

I l l ìti も 1111~ もいろいろあるけれどち、 r~:I地紙は )J なり J というこ

とが 11 5iから tイわれてきたことです‘

IWJ・おこ しは、 Lι4正け，'1干刊'1 :，カがi ~火正ぐ叶'1件|

た lはまリ 一タダ。一シツプをとつていくということカが:必変嬰eです0

いろんなシンポジウムでわ会1;誌でも、どちらかと いうと児

件のほうが名いけこれではダメではないかり I紅 -lu という

ことではダメなのですr tぐItがなぜそういうところで発 Jが

できな いのかということも、これからのよとたちを考えるひと

つの;i~!)lliであ ると 店、い ます l

火 '1" 1 : カ ~/~tを卜| けなければいけないことのひとつは、出 1-- に

1 ~がると l オクターブ15が I'，-，IJ く なるということですc こhは地
に}:t.!_がついていないか らた と思うのですの '佐々と i山内ーで し ゃ

べる 句 そして、ちのことを派く追求していくということ、 Ju
filli の { 1- の ことまでま1 1 って、(;~ ，ドI~の!必1'1: でもって 1111桝して いく

ということか非常にλ']iだと w.~ ， ます。
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[パネルディスカッション1 (パネルデイスカツシ当ンの舎な内容を紙上でご紹介します。)

く〉情報は発信されているか

鈴木 : 紀南地域は多くの課題を抱えている一方で、 4華々な魅

力がある。しかし 、 地域固有の資産は十分捉えられ、

そうした情報は発信されているのだろうか。東京から

はふるさとはどう見えるか。

原: 千11::拡 11 1 ~ JJR II'， し、 ~ ! >j{の lI :md l・で小;をつくっている

干II ，;~:III の下U.L\ をよくしているが、小説家の/，や

私の1，';1りで 11: がをしている人たもは、制;秋山と

t ‘うところにiì:l 1 している JWt!土 f心の間かさJ

ということについて I l}必川I~~ している |時代とい う

ことちあり、そういう必II~;ではやっぱり 11 然ち

あり !寵 bともある利1:政 111 に Á'I -J‘る i l'.l l J主は七っと卜かっ

ていいと!』う またまだPRか J.tlりないのではないか

店内l えば、 hll (のような地域のちのとか、そういうね1:

尚が，((いていない“ やつはリ ItlW f1Ji とか民付とかそれ

ぞれがかんばってらっしゃるというところのつながり

があったら L 川 ・のではないかH

多国: (PRずる l il" 'rliそのちのはたくさんあると思う 11 ~.:・

.・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・ ・・・・・ ・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.

*パネリスト*
新富市勢古枝子さん

: 。伸之町商店街娠興組合理事、はいから実行委員会委員長:

田辺市多町稔子さん
O悶辺富島盟良、有限会社押花工b号、(線)双美商会副社長

古座川町寺本 微笑子さん
〈古座川ゆず平井婦人部代表

東京都在住田辺市上軟津出身 !京 知子さん:
角川苔樹事務所取締役 ， I ;符編集部長

上富田町福田 みね fさん
く〉ちんとん座陛話人代表、生馬対人会ボランティア世話人代永

*コーデイネーター*

和歌山大学経清学部助教授鈴木 裕範さん
。和歌山大学きのくに活性化支揖センター ・
きのくに活性化センター袋内

のふ"はたくさんある 紛パ.おそのひとつ し 寺本: 111.; (I~からモスハ一方ーさんのl付近哉の1J 6 J，!i純で、払た

カか‘し、 車紀己 | fトh削4リlリj地山方に有肋早 |卜'Vの') ，匂、，11必川11与/子川1.1γ|ド11引'

7介l千1 、サ勺3竹'， 1州..，:.さんにむ、紀4・1 ・i 仰の I/I}. 171' ‘li はない())で

はないか せっかく，{}Hがたくさんありながf人

咜 (，刈・る HIかまずい l そ U) あたりにひとつ，!?え

られると、ころがあるのではな・いか IflJH Jlll 咋門レスト

ランとカ.tllF'I JlI!リJ.I" )J山とかかあればと、しみじみjC う

ì/liの、ドや111のやとアレンジしていくような。とにかく 1旬、

H 本-の |ルというものを，)íjJ('1 に :11 したようなだ{パ、いI~

の (1:ん-というも ωがないのではと山う

1:) 0) ゆずトリンクヵ;1II.b'，じされている • r，'~ 、人た

んにも 1111 (-を7:11 っていただくと い うことで、す

ごい I >!{になった 。 1，1 初はほんとに(11 ;ち主11 らずに、

たた1' 1 ~ìたん ωl:kJ;"，した .1111 f を、 l'i l'1i川の 1'1 り

川い hll (を、びとりでも多くの方に知っていた

だきたいという河持ちから始めた l 始めは IÙ. W~ という

かたちで、℃配合 ì-: L.: lY.~:ぶしていたが、 iil近 lよ AE I1

1・(J しと'1".々く・らいになっている 。 p ](の U:/i を ')~r/~ しな

がら''j:;んできた
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[1 \ネルディス力ツシヨン]

く〉地産地消・ふるさとの食文化に目を

鈴木:平井の女性クループによる拍子の加工品の今年度の売

リ上げは6千万円。これは和散山県の地域づくりの先

進顎例といってよい。

原: (ゆずドリンク f1111 f守ちゃん | を flí(んで)とてもおいしい。

'Ji: ~>-で、これは本勺に 1mがはえている.比えるし、立

心して f改める!やっぱりそういうちのはとてちいいこ

とだと思う 。 これが・吊.tJït さんに II'j にM くのではな

いか 3 そういうのを点以とか吊;iliの人たちもほしかっ

ている 吋 if.tj凶がうまくいかないとよろにIIUl坦があると

!41 う

勢古: 11'甘 )mJjでお 1，1; をしているか、 J出 lじ U)r向-J111 というのはあ

まり \lt~んでいな~ ¥" r JLI!.I;j'(JI!J i�'j J というのがあ

まり出たされていない 仏は紀出のいいところ

というか特削は、やゥ(:f 1) 、忠まれた大きな1'1

Y!.\ だと!品う 。 i必してくれるような、そういう イJ

4 !41t，ttな魅)Jがあるの ぷHはたくさんあるけれとお、

wtfl 'ít(，;がうまくされていケい そういうところのll~

1) 組みをはIli し、地J!その ~li1t化合進めていけばいいの

ではないか。 さんまずしへいめはりすしは*r'i tl'~千i fr て、

」什{はイ三吋にし川、 し }J' し、 Í!cJ>七ンスと L 、うか、 ち

っとみなさんに氏べておらえろような、そう い う釘 )J

ん必 IJ~ではないカ・と，1.!:.t う

多田: 1' 1 分ち合め地J乙のことをほとんと ~:i 1 らない人か多いi

J也 J己のことを、私たむの(j:んでいる 、 1'1分たち ωlurの

、ニとをもっともっと知らなければ、 (111 ち 't まれないω

ではないか。

福田: ;;\;11 1 川というのは、 卜川川 1111 t)) 九土うと円ん11 1 を ìrltれ

ている心川 ωII" ' }'，:を r ili. ~ I っぱい述~JJ で化・

iflí にして、そこへみん4・ ;:j・って、 r!fIt 1'11'1 を必っ

てもらう c 化がある川市 11'，] がみんなの交流のんj

l折、ボランテ f アのJ~~ f'lj' にできたらー抗日l.fLlか

あると思う この 1111 、ある作家の/ïが f ;J;というの f:l:

大変なんだよ j とおっしゃるので、 fMが大変なんてーす

かj とお聞きした 、 すると fリj にはやっぱり泊券とい

うむのがあるからÜJ とおっしゃったo fそんな ir'i:f'f:な

んていいじゃな‘いですか|と t; ったら、 fl 、やいやそう

いうわけにもいカーない())が、リ!の74; しいところでJ と

い うふうにおっしゃ勺ていた“やっぱり!JJ 'lt というの

は剣山lえ り 忠誠ではないか‘ブライ |、とかいろ いろある

と思う.そういうところというのは、!;( '1生がl山 h!(づく

りに人ったらク ''J ションになると思うし 、 抗!.7 もでき

るのではないか j主う切り Ijで。 今までなかなかつな

がらなかったところがつながる ， つながりというか州

市ilJ I というのは、とてち)，さな i宮古uだと思うので、や

っぱり 1jj件:~fIJl，jfJ・でやっていければいいのではないカ・

多田 : i縦1泊縦h江:カかaに女 |ド似'1生1 :，の !感必削，性|

とか、デパー ト にÍÍ'ったらわかると出うが、 リJ'III .. の，A

り均は本当:こワンフロアあるかないか。 あとは、令部

久性がモノをII う允り g，l" )iH'( 生活というものは、ほ

とんど9.:'ft:か今のところ l~l っている=とすれば.やは

り!J:.1tの視点、制~I.l，~からモノを 'ιみ出していかなけれ

ば、どうにちならないのではないかと思う。私もいろ

いろやっているが、ハードルはお金儲けになかなカ‘つ

なかっていきにくいということ たから、 .'j' 本さんは

本勺にすご いなと I~(~似する

努古 :お17がなくてはいj ちできないのは、その通り ところで、

臥もいろんな活動に~JJI I させていたたいていろけれと.も、

Illj ,,1; í1=iの企がI1 や l拘 lilti を(lIf 1":' 7Jとめるという 11ftに、いまは

1).:性の怠.見が心得tされている ft.(の人がほしいのは、

たいたいこういうんのた!というようなl~:見ち 11\せる

ようになった 1 い主主ではり1'1'1:の fjばかりて受け lfi ろ

1m " 11 " とか決めていたが、 Iそんなちのもらってち kの人

は似し くないよ ! と必はを 11 \ し、それを i泌倣みiバ以{以1 つても

らう やつぱり t火(ぐ什:'1↑f代l'

じやないカ ‘〈なLに. と j山Uι、う }

と思う !ぷいっ!:<り (1;/1;11 .きに f.Jっていって、

り物にできればt ‘い

く〉女性の役割

,JL 福田: 11:，詩人会て唄j く場(，(.:1:、 '~Ullll人itという名打であるので、
長IJ く入は !~l ll1(U(jに 11;) へ止の t ‘て L ‘く 。 しかし、?っ u りが

ほの協)Jがなければ、:1\て米にくいという現状がある

~ft.が:1\てきて参lJlIして 8 ，') 勺て、物事!ま始まると，也、う i

地域づくり・女性の存在の大きさ

鈴木:地域づくリに女性の回線、女性の感性は欠かせない。

'5t性の役割は?また、女性の参加を拒んでいるものが
あるとしたら、それは何と宅えるか。

原:火nの('J:'，IPl とは、!f!j}iに似ざしたもの、やっぱ り ff!J

というのが一冊夫氏伐の中でWIわる 11IJ :lfiなので 1'1;1心が

事者古 : 地域づくりという 00 広かよく Il'.てくるが、いま紀 Iy，iJt!l 

/j と い う のは、米 "1 ・の |代 別 jtiJfí( に lííl げて準備段 l{t;l(な迎

えている J ところ カ人'ヰけ Illlの ìfii liHi態勢というのカt 令

然できていない。 ωんびりした地域'I~t:.，そうしたあの

が地以の治性化を郡山しているのではないかと J41 う 、

以 l師、のんびりした人情っこさは紀街地方の人1111のい

t ‘ところでちあるのだけれど o
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福田: ~火(.ぐ:'r勺γ'r性ド

ワ一になると思う Uの〉で、まずみんなに tH てちらうこと、

みんら:がIJ\てこれる、:Y JJII できるむのをつくることが

' I~Ì'だと思う d 弘:J: ii:. ()) ~，ri!fIHi . '1 :.懸命やっている

{花と lはま t“，ilf訓if:とでち 話カがiできる 介全て?丹M然~，広!\け，;川';1川11 らない人とでちニ会主巾

ができる o i忘を !1Í!l\ ったらや・ dよ' り 心は:瓦らぐと !以う

寺本: これからは久性だけではなくて、 J也h'，1(の人みんなでち

JJI I して J山川づくりを 仙めていく I I.'i (にだ 今祈しい組織

っくりというのも汚えている 熟年だけではなく、打

い人ちみんなが地域づくりにもdJII して、地Mの人たち

みんなが'主き'J:.きと lì:めるようにしていきたい

く〉もっと知りたいふるさと
ふるさとへのまなざしを磨く

鈴木:地域づく リを進めるうえで大切なことは?

またこれからの方向について一言ずつ聞かせてほしい。

多国: ~~勺:.: ,', í}た t.ω (I・人でい冷地J!生υ〉ごレをきち八 r);((

っているのか. お.-) とち っ とぼく)jJって、いろんなら

0) を似り，包こした 11.'，に. "札})とか。;守~)とかそういうも

ωかむてるのではないかと思う 。 Jl I W.ìï丸山所持に Wl し

て、ひとつ思うところカ・ある らとのがに叫すjiliill)J を

や-)ているが、 r ~，む)ili1J fll ::fi( 1 1 1 なのだから、本を/;'(・ 15

として411j てF (，J けられるような、 11M討させる I~縦訓のよ

うなものを'[み Il'. せたら、それカ、 4ょたちにとって本 勺

のjli1Jiそになるのではないか

勢古: III.m印有二，.: 1"1 けて、 fょたちがやらないといけないζ と

:j:、やはり f ちてなし j ω心を持って Ilt '1fの人を叉 !t
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人れていくようにしていかなければならないというこ

とてはないか紀州の地岐のいいところは人の心 ちて

なしの心で 11げよの人をえ !t人れれろそういう地域っく

りをしていきたい

原: 多 III さんから f提出fJ也J'/にら、制I: ~， H\がないという JiJJ

カ ( 11 '， ていたが‘これカ ・ ら/) lí' l 似換していく必裂があ る

ωではないか107 トイツでも、 fF をちう - ):1よみがえ

らせようということで j出Jí)j b J.L~ iJH されている ら (ÿlJ え

は、杉、松が伎われる、ことを主ず々える 夫術飢とか

地 Jt.:の !jÍ!i設をふて I~: って 、 その iをにみんなで締本体を

tfi えろとか、 IYJ辿で í~'1r..1 Ì1'1に械のつながりでやって、

侃町というのを k ・Jq ・したほうヵ;l 1 いと jB う " 今まで

の 1' 1 分たちのl!f!ととヵ， x. 1じを政めて児111. し て、またぷ

~~につなげていきたい

鈴木:東京から見える紀南というのがある。原さんのような目、

県外からの自 L地域を考えていく時にやはり大

切にしていく ことが大事なのたと思う。こうい

うことなんだろうと思う。今日のパネリストの

方は、みんな輝いている女性だ。女性ががんば

っている地域というのは、やはりパワーがある、

おもしろいということではないか。かといって、男は

何もしないという意隙でははい。男と女が、協力・ 共

同して地域をつくっていくということを考えて い く ζ

とが必要だ。同しように、都市と農山村も共同で地域

を再生していく、こういう試みが求められている。一

人一人が自立して それをネットワーク化していくよ

うな取り組みが大手だ。
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私のテーマは公益事業(電力、通信

などのネットワーク型産業)の f民営

化 ・ 規制緩和l ですが、 最近は電力
自由化と関わって 「自然エネルギー

と地域づくり l に焦点をあてて研究

しています。自然エネルギーはク リー

ずV ンであるだけでなく、 地域をベース

和叡山大学
経済学部教慢

中村 太平IJ

にした分散型のエネルギーであり、

地域の自然条件をうまく組み合わせ

ていけば地域で必要なエネルギーを

地域で自給する可能性を持っています。

私はそれを "エネルギー自給圏"と

呼んでいますが、その経済的・社会的意義はきわめて大きい

と考えています。

①地域に新しくエネルギー産業が生まれるわけで、 と り わ

けバイオマス(生物資源)エネルギーは農林畜産業の廃棄物を

エネルギーとして利用することによって農山村地域の経済活

性化に大きな役割を果たします。

. 
、

②これまでのエネルギー政策は政 ・ 宮・財の中央エリート
集団の主導で決定されてきましたが、 自然エネルギーは地域

の自治体・市民主導で進めることが出来ます。 中央集権的な

政策決定システムに風穴をあけ、「地域自治J r市民自治j を

具体的な形で示す可能性があるという点はきわめて大きな意

義を持っています。(詳しくは、拙著 『自然エネルギー戦略一 “エ

ネルギ一自給閤"の形成と市民自治一』自治体研究社をご覧下

さい。)

紀南地I或は太陽、風、水、緑、温泉という自然資源のあふ

れた豊かな地域であリ、それらを自然エネルギーと してきち

んと活用していけば「白熱エネルギー王国j にすることは十

分可能です。それをペースに、 歴史・文化遺産を含めた多様

な地域資滞を活かしながら資源の地域内循環を組織していけ

ば|資源循蹟型社会J のモデル地域にすることも可能でしょう。

地域を再生させるには、地域に住む住民が自らの地域の持つ

潜在的可能性を認識することが大前提です。きのく に活性化

センターを拠点に、 地域と大学が連携して新しい地域づくり

に取リ組んでいきたいと思っています。

地械はいま 虚"，-"J謝藤晃食費展!懇親Uξ倒
、」Llυ !、、 梅とみかんを柱とし、 スモモや

η ォて ず 花を加えた複合経営を基本に築き
、ι~えなず〆 上げてきた紀南の農業も 、 長引く

デフレ不況で価格低迷が続き厳し

い状況が続いています。この厳しさは、農業のみならず、す

べての業種業界に及んでお リ 国際情勢も混沌とする申で、先

の見えない不況から一日も早い脱却を念願しているところです。

しかし長い歴史を見ると常に栄枯盛衰、山あり谷ありの繰
り返しであり、今日のような苦しい時期を、どれだけ我慢と

辛抱出来るかが今後の方向を決定づけるのではと思います。 f谷

深ければ山高しj であり立地条件に恵まれた紀南農業だカ、ら、

必ず山が来るはずであ り、閉るい展望の開けるときが来ると

信じています。

4月 1 日から田辺、西牟婁9JAが合併して 、 新生 rJA紀南j
が発足し、 船出いたしました。現在具体的に準備が進められ
ています。

どんなに品質が良く安くても、安全

でなければ買わない状況です。した

がって、逆に紀南の農産物は安全で

安心して買えるという評価が得られ

れば、 一層ブランド価値は高まり 、

有利販売につながり ます。

2月 1 7 日 には íJA紀南食品安全分

析センタ-J を開設 し 、 自主検査体

制を確立するとともに、生産者の皆

さんには、生産履歴の記帳を徹底し、

安全な食品供給に万全を期している

ところですc

紀南j品業協同組合
代表理事専務理事

中家 倣

新生 íJA紀南j も、輸入農産物の増大とデフレ不況による

消費低迷という、農業にとって2つの嵐が吹き荒れる中て・の

船出となリ ましたが、新たな可能性を模索しながら、 また、 Iき
の く に活性化センタ-.1の支捷も頂きながら力強く前進した

「果樹を基幹と した日本一の産地づくり j 、 I安心して暮らせ いと思っております。
る豊かな地域づく リJ、「組合員参加による魅力ある J Aづく り J
の 3づくりを基本としていますが、一次産業の発展なくして
紀南地域経済の発展はないと言っても過言ではなく 、その葱
昧では、営農振興は最も重要な諜題であります。
今日の農業は、作ったものを売る時代から、 売れる物を作

る時代となっており、特に一昨年のBSE問題から次々と発生
した農薬問題は、食の安全性に対する消費者の信頼を損ない、
異常なまでの関心事となっています。つまり、 消費者の商品
選択基準が、品質、価格に新たに安全、 安いが加わっており 、

233;設線開j訳者。ずをのくに活性化センター 干叩

~編集都合、ら
欄漫の春を迎えています。ニユースきのくに

第4号は、設立 1 周年を記念して、 和軟山大学
きのくに活性化支捷センターと共催で開催した
シンポジウムを特集しました。
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